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■ 自ら学ぶ生徒

■ 正しく行動する生徒
■ 健康でたくましい生徒
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【発行責任者】郡山市立富田中学校長 熊 坂 洋

県立高校Ⅱ期選抜まであと約２週間となりました。１２８名の生徒達が
Ⅱ期選抜に挑みます。『万全を期す』という言葉があります。「ぬかりのな
いように準備すること」「少しの手落ちもないようにすること」という意
味です。「もう２週間しかない」と考えるのか、「まだ２週間もある」と考
えるのか…考え方はいろいろあると思いますが、残されたこの２週間とい
う期間に『万全を期す』ことが重要です。19日（火）の卒業式練習の後、
時間をもらって、社会科の学習を例に『入試直前対策』の話をしました。
「直前に見ていた用語が出題されるなど、社会や理科は直前の学習が点
数に結び付く場合がよくある。（だからといって、国・数・英を手を抜く
ということではない。）」、「直前の学習としては、今までやってきた問題集
やテキスト等を再度確認する。今までの実力テストや定期テストをやり直
すことも効果的である。」、「教科書の章のまとめの“学習をふりかえって”
のページを学習の整理に活用する。」など、入試の出題傾向から直前の学
習方法について話をしました。県立Ⅰ期内定者や私立高校、専修学校等の
合格者も県立高校入試問題を解いてほしいと思います。３月８日（金）の
新聞（朝刊）に掲載されます。
また、生活のリズムを整え（早起きの習慣化）、体調管理にも十分注意してください。そして、あたり

前のことですが、試験当日は、「できる問題から解く」、「時間配分を考える（時計を常に見る）」、「問題
をよく読んで『何を』、『何で』答えるかをはっきりさせてから答えを書く。丁寧な字で書く」、何といっ
ても「最後まで決してあきらめないこと」が大切です。「まだ２週間もある」というポジティブな考えに
立って、１日１日を大事に刻んでいこう！

郡山市公立学校教職員研究物展郡山市公立学校教職員研究物展
２月13日（水）郡山公会堂にて「郡山市公立学校教職員研究物展表彰式」が開催

されました。本校教職員の共同研究「主体的に考え、深く学び続ける生徒の育成（２
年次）～思考ツールの活用と対話的学びを通して～」で、今年度は『特選』と特別賞
の最高賞である『吾峰会賞』（福島大学教育学部・人間発達文化学類同窓吾峰会から受
ける賞）を受賞しました。昨年度の特別賞『中学校長会長
賞』受賞に続くものです。
今、本校では、小集団によ

る対話的な学び合い活動が様
々な教科で実施されています。

生徒達も自然な形で自分の考えを相互交流し、
考えを広げたり深めたりしています。“学び合
い”が成立しています。それらの実践の積み重 各教科で行われている学び合い活動
ねが確かな学力に繋がっていくと信じています。
決して背伸びしていない普段の実践であり、全
ての教科で実践している点などが評価されまし
た。表彰式では、研修主任の齋藤司先生が学校
を代表して表彰を受けました。今後も生徒の頑
張りに負けないよう、我々教員も確かな学力の
育成をめざし、授業づくりに向けた研修を深め
ていきたいと考えています。



保護者の皆様へ
授業参観へのご参加
ありがとうございました

スポーツマガジンスポーツマガジン
『ジュニアアスリート郡山』『ジュニアアスリート郡山』
全国初の

小中学生を
取り上げる
地域密着フ
リーマガジ
ン『ジュニ
アアスリー
ト郡山』の
「チーム紹
介」に本校卓球部の記事が掲載
されました！
他の学校やチームは１ページ

のところ、本校卓球部は２ペー
ジにわたっての掲載です。今年
度の市中体連総合大会団体戦に
おいて、男子はベスト８に入り、
女子は第２位となり、その後も
勝ち進み、県大会でも第３位で
東北大会出場を果たしました。
実績を上げていることが評価さ
れ取材に繋がりました。現在は、
先輩達の背中を追う新チームで
日々練習に励んでいます。技術
の向上はもちろんですが、人間
としての成長も期待します。

２月15日（金）の今年度最
後の授業参観及び学年懇談会
へのご参加ありがとうござい
ました。真剣に授業を受ける
生徒の姿はいかがだったでし
ょうか。生徒の成長ぶりを感
じられたことと思います。引
き続きご協力、ご支援のほど
よろしくお願いいたします。

１年体育 ダンスの授業１年体育 ダンスの授業


